
令和１・２年度「小中学校の連携による英語教育推進事業」 ～酒田市立東部中学校区～

・小学校において、新学習指導要領や教科化へ対応した授業づくりに不安があり、学校規模的に教職員が研修する機会が少ない。
・中学校において、小学校で学ぶ内容を充分に把握できず、土台を活かした系統的な学びの意識が高まっていない。
・地区の児童生徒にとって、英語が身近に感じられる環境とは言えない。

拠点地区の課題

＜小中共通＞
〇各校１回は授業を地区内で公開し、指導方法等を研修し、担当者、ALT、非常勤講師の間で情報交換を密にする。
＜小学校＞
〇中学入学までに共通して取り組むことを共有し、実践する。
・CAN-DOリストの共有／クラスルームイングリッシュの共有／授業開始時フォニクスを活用した曜日や日付の確認および５クエスチョンの実践
／ローマ字はヘボン式とし、自分の氏名を書けること／ 「書く」では４線上に書き、音声で十分慣れ親しんだ表現を「なぞって」「写して」書くこと

〇ALTや非常勤講師と連携し、各校でワークシートや活動内容を共有する。
〇実践記録を載せた外国語科通信や地区の研修会記録などを各校に発信し、全職員で共通認識のもと更なる実践を行う。
＜中学校＞
〇小学校の取組みを引き継ぎ、クラスルームイングリッシュやフォニクスの活用を継続する。またALTと連携し、小学校の活動を生かす授業実践
〇GTECの結果分析および、児童生徒へのアンケートを行い、英語への意識の変容を確認するとともに、指導改善に活用する。

小中連携を通じた具体の取組の内容

＜小学校＞
・英語を使うことへの意欲と自信が高まっ
ている。書くことに対する抵抗も低い。
・小小連携がスムーズになり、指導内容や
評価方法などを学校同士で情報共有して
いる。
・中学入学時には自分の氏名をヘボン式
で正しく書くことができる。

＜中学校＞
・ALTと協力し小学校の実践を土台とした
言語活動を実践している。また、英語を
用いた言語活動への意欲が高くreteling
等の活動でも小学校で慣れ親しんだ表
現を活用して取り組んでいる。

成果

＜小中共通＞
・山形大学佐藤博晴教授から講話や助言
をいただき、指導内容や情報を地区内で
共有することで、指導力と自信を高めて
いる。
・市で行った学習意識調査の結果、「英
語が好き」「授業はよく分かる」と答えた
生徒の割合は市平均に及ばなかったも
のの、小学校では８割を超え、市平均よ
りも高い結果となった。

成果

＜小学校＞
・積み重ねた実践内容を非常勤講師やALTに頼ら
ずに継続及び発展させていくこと。

＜中学校＞
・小学校でどのような場面でどのような言語活動を
行い、評価してきたかを把握し、指導に生かすこと。
・小学校の学習内容や教材を繰り返して活用し、授
業に生かしていくこと。
・GTECの結果分析を指導に生かすこと。

＜小中共通＞
・単元計画や、評価の手段及び規準を共有したり
研修すること。（小小担当者会、小中担当者会の
継続及び充実）
・授業における一人一台端末の活用についての研
修をすること。

今後の課題・方向性












